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みつ  ひろ

新
ー

常
磐

0

新
幹
線
整
備
実
現
へ

「
復

興

（
新
）
常

磐

・
新

幹

線

の

整

備

を

実

現

せ

よ
」
と

訴

え

る
。
東

日
本

大

震
災

か
ら

四
年
、

各
被
災
地
で
は
復
興
に
向
け
た
本

格
的
な
兆

し
が

見

え
始

め

た
が
、

浜
通
り
地
区
に
お
い
て
は
他
の
被

災
地
と
は
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
が
異

な
る
。
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
復

興
が
大
幅
に
遅
れ
て
お
り
、
復
興

に

関

す

る

地

域

ビ

ジ

ョ
ン

の

政

策

・
策
定
も
ま
ま
な
ら
な
い
現
状

を
踏
ま
え

「
福
島
県
は
国
際
的
な

観
点
か
ら

『
地
域
復
興
と
地
域
再

生
』
や

『
福
島
原
発

三
十
年
廃
炉

計

画
』
、
そ

し

て

『
地

域

除

染

計

画
推
進
』
の
動
向
に
注
目
さ
れ
て

い
る
状
況
で
、
復
興
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
が
必
要
」
と
話
す
。

「
地
域

再
生
や
廃

炉
計

画

の
推

進
に
は
、
膨
大
な

マ
ン
パ
ワ
ー
と

頭
脳

・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
パ
ワ
ー
を

必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
の

た
め
に
は
廃
炉
計
画
推
進
最
前
線

基
地
の
い
わ
き
市
と
中
央
と
の
高

速
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
促
進
が

重
要
な
課
題
」
と
主
張
す
る
。

Ｊ
Ｒ
常

磐

線

が

東

京

駅

に

乗

り
入
れ
る
今
年
を
契
機

と
考

え
、

「
東
京

駅
か
ら

い
わ

き
駅
を
経
由

し

仙

台

駅

に

つ
な

が

る

山

形

新

幹

線

並

み

の

特

急

を

整

備

す

る

『
復

興

（
新
）
常

磐

・
新

幹

線

整

備
計
画
』
の
実
現

に
向
け
、
国

・

県

・
市

・
浜

通

り

市

町

村

協

議

会

の

取

り

組

み

を

始

め

て

ほ

し

い
。
各

団

体

が

『
整

備

促

造

協

議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
市
は

『
整

備

調

査

室
』
を

設

置

し

可

能

性

の

調

査

を

始

め

る

こ

と

が

必

要

だ
」
と
語
気
を
強
め
る
。

地

域

再

生

に

つ
い

て

は

「
い

わ

き

を

中

心

と

し

た

『
母

都

市

構

想
』
を

各

町

村

民

と

話

し

合

い
、
『
双
葉
地
区
と
の
共
生
社
会
』

を

確

立
。
実

現

の

た

め

に

国

・

県

が

イ

ン

フ

ラ

整

備

の

支

援

、

都

市

計

画

を

見

直

し
、
開

発

可

能

な

地

域

要

件

の

緩

和

策
、
東

電

の

補

償

長

期

継

続

推

進

を

図

る

こ

と

が

必

要
。
そ

の

た

め
、

新

た

に

企

業

と

人

材

を

集

積

す

べ
き
だ
」
と
語
る
。

浜
通
り
地
区
は
税
制
特
区
の
整

備

・
制

度
化

の
必

要
性

も

訴
え
、

ズ
新
）
常
磐

・
新
幹
線
整
備
計
画
、

母

都

市

構

想
、
税

制

特

区

の

整

備

・
制
度
化
の

『
三
本
の
矢
の
計

画
』
を
実
現
し
、
浜
通
り
地
区
の

再
生
と
活
性
化
を
目
指
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
復
興

へ
の
思

い
を
は
せ
た
。

十
年
以
上
続
い
て
い
る
恒
例

の

『
正
月
特
訓
』
を
今
年
も
実

施
し
た
。
塾
生
は
、
正
月
三
が

日
を
勉
強
漬
け
で
過
る
し
、
受

験
へ
の
心
構
え
を
新
た
に
し
て

本
番
を
迎
え
る
。
「全
員
が
志

望
校
に
合
格
で
き
る
こ
と
が
何

よ
り
の
喜
び
。
ス
タ
ッ
フ

一
同

が
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
を
す

る
」
と
話
し
、
塾
生
に
は

「最

後
ま
で
決
し
て
諦
め
ず
、
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
に
努
力
し
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て

い
る
。
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人
生
の
日
標
設
定
は
早
め
に

「
塾

生

た

ち

は

日

々

努

力

を

続

け

て

お

り
、
着

実

に

個

々

の

レ

ベ

ル

が

上

が

っ
て

き

て

い

る

」
と

教

え

子

の

頑

張

り

に

目

を

細

め

る
。
東

日

本

大

震

災

直

後

は

塾

生

が

減

っ
た

時

期

も

あ

っ
た

が

、
最

近

は

年

々

増

加

傾

向

に

あ

る

と

い

う
。

い

わ

き

市
内

で

二
十
八
年
間

、
小

。
中

・

高

校

生

の

学

習

・
進

学

指

導

を

行

い
、
進

学

校

を

中

心

に

毎

年

多

数

の
合

格

者

を

輩

出

し

て
き

た
。
こ
れ
ま
で
に
同
塾
を
卒
業

し
た
塾
生
は
二
千
人
以
上
に
上

る
。現

在
は
、
市
内
平
の
中
央
校

と
高
等
部
、
植
田
町
の
植
田
校
、

そ
し
て
昨
年
新
た
に
開
塾
し
た

泉
町
の
泉
校
が
あ
る
。
机
に
向

か
う
塾
生
約
二
百
八
十
人
は
目

標
を
見
据
え
、
熱
心
に
ペ
ン
を

走
ら
せ
て
い
る
。
開
塾
以
来
、

〈
一
人
ひ
と
り
に
心
の
こ
も
っ

た
教
育
を
〉
を
教
育
理
念
と
し
、

塾

生

に

接

し

て

い

る
。

一
人

一

人

の

レ

ベ

ル

に

合

っ
た

教

育

を

実

践

す

る

一
方
、

「
優

秀

な

高

校

や

大

学

に
合

格

す

る

こ

と

だ

け

が

最

終

目

標

で

は

な

い
。
社

会

の

役

に

立

ち
、
必

要

と

さ

れ

る

人

材

を

育

成

す

る

こ

と

が

必

要

だ

」
と

話

す

。
街

中

を

歩

く

と
、
立

派

な

社

会

人

に

な

っ
た

卒

業

生

に

よ

く

声

を

掛

け

て
も

ら

え

る

と

顔

を

ほ

こ

ろ

ば

せ

る
。「

当

然
、
塾

生

と

保

護

者

が

希

望

す

る

進

学

先

に

進

め

る

よ

う

に

手

助

け

し

て

い

く

こ

と

が

学

習

塾

の

役

目
。
本

当

は

子

ど

も

た

ち

が

早

い

時

期

に
高

い

目

標

を

掲

げ

、
準

備

を

進

め

る

こ

と

が

大

切

で
、
そ

の

た

め

の

労

力

を

私

た

ち

は

惜

し

ま

な

い
」

と

受

験

シ

ー

ズ

ン

を

控

え
、
気

を

引
き
締

め
た
。
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